
　

地
域
・
学
校
・
職
場
な
ど
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
鹿
屋
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
」
を
策
定

　

鹿
屋
市
環
境
基
本
計
画
の
策

定
に
合
わ
せ
、
ご
み
や
生
活
排

水
の
処
理
に
関
す
る
基
本
的
方

針
を
定
め
た
「
鹿
屋
市
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
「
鹿
屋
市
環
境
基
本
計
画
」、

「
鹿
屋
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
」
は
、市
生
活
環
境
課
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
閲

覧
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

豊
か
な
自
然
、

　

   
住
み
よ
い
環
境
を
未
来
へ

〜「
鹿
屋
市
環
境
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
〜

　

市
で
は
、
鹿
屋
市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
の
環
境
保
全
の
取

組
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、「
鹿
屋
市
環
境
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

環
境
基
本
計
画
に
お
け
る
目
指
す
べ
き
環
境
像
を
『
未
来
に
つ
な
ご

う　

快
適
環
境
の
ま
ち　

か
の
や
』
と
掲
げ
、
豊
か
な
自
然
、
住
み
よ

い
環
境
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
計
画
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
一
体
と
な
っ
た
取
組
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
生
活
環
境
課　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
５

動
に
協
力
し
ま
す
。

○
地
域
の
環
境
保
全
に
貢
献

し
、
環
境
に
優
し
い
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

行
政

○
環
境
保
全
に
関
す
る
基
本
的

か
つ
総
合
的
な
施
策
を
策
定

し
、
実
施
し
ま
す
。

○
市
民
・
事
業
者
に
よ
る
環
境

保
全
の
取
組
を
支
援
・
推
進

し
ま
す
。

○
市
が
率
先
し
て
環
境
保
全
の

取
組
を
進
め
ま
す
。

環
境
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す

　

市
で
は
、
環
境
保
全
の
取
組

を
進
め
て
い
く
た
め
、「
地
球

温
暖
化
」、「
肝
属
川
の
水
環

境
」、「
ご
み
減
量
」
な
ど
に
つ

い
て
環
境
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。

取
組
主
体
と
役
割

　

環
境
基
本
計
画
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
市
全
体
、
す
な
わ

ち
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一

丸
と
な
り
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
務

を
自
覚
し
、
協
働
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

市
民

○
日
常
生
活
や
活
動
に
お
い
て

自
ら
積
極
的
に
環
境
保
全
を

実
践
し
ま
す
。

○
市
の
環
境
施
策
に
協
力
し
ま

す
。

○
事
業
者
の
環
境
に
優
し
い
事

業
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

事
業
者

○
事
業
活
動
に
伴
う
環
境
負
荷

の
低
減
を
図
り
ま
す
。

○
市
の
環
境
施
策
や
、
市
民
団

体
が
実
施
す
る
環
境
保
全
活

５つの基本方針と私たちにできること５つの基本方針と私たちにできること

　環境に関する情報は、市ホームページで随時更
新していますので、ぜひ、ご覧ください。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

□環境家計簿をつけてみます。
□身近な環境に関心を持ち、各種活動・イベン
トに参加します。

□環境出前講座を積極的に活用します。

基本方針５　環境教育の推進
～環境を知ろう、伝えよう～

　環境について理解を深め、情報を共有するこ
とにより、市民・事業者・行政の協働と役割分
担のもと、環境保全に取り組んでいく協働体制
を構築します。

基本方針２　快適な生活環境の確保
～住みよいまちづくり～

　水・空気・土がきれいであることは、「自然
に生きる動物・植物たち」や「私たち人間の生
活や経済活動」にとって必要不可欠なものです。
私たち一人ひとりが、身近な環境を見直し、よ
り良くする取組を進めます。

□台所や洗面所からの排水の減量
に努めます。

□廃食油は排水口に流さずに、紙・
布にすわせて処理するか、廃食
油回収ポストを利用します。

□ごみの野外焼却は行いません。
□所有地の適正な管理（空き地の
雑草除去や空き家の適正管理な
ど）に努めます。

基本方針１　地球環境の保全
　　～できることから始めよう
　　　　　　　 地球をまもること～
　地球温暖化対策など、私たちにできること
から実行し、地球環境への負荷の少ない循環
を基調としたまちづくりを進めます。

□節電・節水など、省エ
ネルギーを心がけま
す。

□できるだけ、徒歩・自
転車・バスで移動した
りエコカー（低燃費車）
を利用 します。

□照明・給湯・家電製品
は、省エネルギー型商
品を選びます。

□河川、森林、里山などの清掃・維持管理活
動に協力・参加します。

□ウミガメが産卵する海岸をまもります。

基本方針３　自然環境の保全
～豊かな自然をまもり、未来へ～

　鹿屋市には「高隈山系などの森林や渓谷」、「ウ
ミガメが上陸する海岸」、「身近に自然とふれあ
える里山」など、多くの誇るべき自然がありま
す。これらの貴重な自然環境をまもり、未来へ
と残していく取組を進めます。

私たちにできること

私たちにできること

□ごみ・資源物はしっか
り分別します。

□マイバックの持参や、
過剰包装は断るなど、
包装ごみの減量に努め
ます。

□必要な物を必要な分だ
け買うよう努めます。

□ごみの不法投棄やポイ
捨てはしません。

基本方針４　循環型社会の形成
～エコ社会を目指して～

　ごみの適正処理やリサイクルの推進、エネ
ルギーの有効活用など、環境や家計に優しい
循環型社会の実現を推進していきます。

私たちにできること

私たちにできること

　地球温暖化対策として、６月１日、吾平小学校で、５年生42人とNPO法人が協働で、
ヘチマやニガウリのツルが伸びる特性を利用して緑のカーテンを設置しました。
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